
ファシリテーター

気象キャスター 気象予報士

和田 幸一郎 さん
山形県東置賜郡髙畠町生まれ。地元高校を卒業後、陸上自衛
隊を経て旧国鉄入社。国鉄分割民営化を機に気象庁入庁、秋
田気象台に配属。
2016年（Ｈ28） 仙台管区気象台勤務を経て、盛岡地方気象
台長に就任。岩手を襲った台風10号で犠牲者が出て、首長と
のホットラインの必要性を痛感する。
2017年（Ｈ29） 秋田地方気象台長に就任平時から気象台と
自治体トップや防災担当者と「顔の見える関係」を築く。
2018年（Ｈ30） 秋田地方気象台長定年退職、防災気象官と
して再任用。同年６月、ホットラインを通じた功績などが評価さ
れ、秋田地方気象台職員一同名で国土交通大臣表彰を受ける。
現在は、ＡＡＢ秋田朝日放送トレタテ！
「わださんのお天気ですか〜？」気象キャスターとして活躍中
※18時30分～地デジ5チャンネルで放映中

令和７年度 地域における重点的な取り組みの推進に関する研修

わださんの

気象と防災の話

男女共同参画の視点からの防災

土
入場無料
申込必要

令和８年 （202６年）

2月28日
Ao-na 一階スタジオ
NEMATTEかま蔵 （横手市駅前町２番１２号）

開 会 13：30～15：30 （開場 13:00～）
定 員 30名程度
対 象 地域防災に興味のある方

第二部

センター長 井上 博子 さん

わださんと

トークセッション

男女共同参画の視点からの防災とは、
「男女のニーズの違い」に配慮し、女性が意思決定の場に
参画することを目指し、社会要因による災害時の困難を最
小限にする取り組みです。

第一部

アニバトゥルー代表・防災士

柴田 優子 さん

東日本大震災の発生後、横手市で開設し
た臨時災害放送局でパーソナリティとして
情報発信を行い、地域の安全・安心を支え
る役割の一部を担った。
現在は、司会・ファシリテーター、ラジオ
パーソナリティとして地域の魅力を発信す
る活動をしている。また、防災士の視点で
情報誌を毎年制作している。

秋田県南部男女共同参画センター

情 報 提 供

申し込み・問い合わせ先

主 催 秋田県南部男女共同参画センター

共 催

秋田県南部男女共同参画センター

0182-33-7018（受付9：00～17：00 木曜日祝日休館）

横手市 協 力 NPO法人 秋田県防災士会県南支部 申込QR

講 師
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